


多様な価値観の中で
醸成されるアイデンティティ
村田学長　同志社大学の特徴の一つは、多彩なバックグ
ラウンド、多様な関心を持った学生が集まっているということ
でしょう。結果として、それが同志社大学の大きな魅力に
つながっていると思います。今まで、企業は大学から卒業
生を受け入れ、OJT などの社内教育や現場訓練を通して
育てていくのが一般的でしたが、社会ニーズ、消費者ニー
ズが多様化していく中で、即戦力や適応力のある人材が求
められるようになっています。大学の使命は、グローバルか
つ急速な変化に持続的に対応できるよう、学生の知的基
礎体力を育むことでしょう。

村田社長　当社ではコンデンサやモジュール、センサなど
様々な電子部品を開発・生産・販売していますが、早くか
ら海外市場に出ていました。今では売上げの 9 割以上が
海外のお客様で占められます。ビジネス社会で今後、同志
社大学の多彩なバックグラウンドを持った人材が活躍する機
会はますます増えていくに違いありません。私自身も中学か

ら大学まで同志社で過ごしましたが、キリスト教を根底とした
良心教育の中で、多様な文化や考え方を受け入れようとい
う豊かな感受性を養うことができました。グローバルな事業
戦略を進めていく上で、こうした経験は大いに役に立つの
ではないかと思います。

村田学長　英語を話せる人が必ずしもグローバル人材では
ありません。では、同志社大学ではどんなグローバル人材
を育てるのか？ 一つは、村田社長がおっしゃった異なる価
値に対する感受性、あるいは共感力を持った人材。二つ
目は、多様な価値観の中にあっても、例えば人間の権利
や自由など、ずっと変わらない普遍的なものが何かを考え
続ける探究心の醸成。さらに、誰かから自分が何者かを問
われたとき、自分が学んだ同志社がどんな大学なのか、京
都の町はどんな魅力を持っているのか…。自分自身に対す
る問いかけがなければ他者と交わることができないでしょう。
その一方で、大学も企業も、そして京都の町もどんどん変
わっていく。アイデンティティを常に確認しながら新たに構築
していくような再考力も大切になってくると思いますね。

村田社長　今から30 年ほど前、日本企業としては当時た
いへん稀有なことでしたが、ニューヨークの小さな町工場を
買収し、私は入社後半年でそこに出向することになったん
です。ビジネスルールも法律も、コミュニケーションの方法も
異なる中で、現地の人たちと対等に仕事できたのは、多様
性の中に一本芯の通った価値観を持てたからかもしれませ
ん。近年、国内外で生産・販売・研究開発拠点が広が
り、これまで当社の文化に接していなかった人たちと共に働
く機会が増えました。「技術を練磨し、科学的管理を実践
し、独自の製品を供給して文化の発展に貢献し…」という
社是の持つ意味を改めて考え始めています。自分たちがど
のような理念や精神を持って会社を経営しようとしているの
か、社員一人ひとりと共有することで、企業そのもののアイ
デンティティを高めていきたいと考えています。

グローバル社会に求 められる
産学連携と モノづくり、人づくり

 特集1 TOP対談

村田 晃嗣
同志社大学 学長

村田 恒夫
株式会社 村田製作所 代表取締役社長

　世の中のニーズがますます多様化・複雑化していく
中、既存の技術や知恵、システムだけでなく、大学が
持つ知的資産を積極的に掘り起し、次代のブレークス
ルーにつながるようなモノや人を生み出していくことが
求められています。グローバル社会に対応した大学の
存在価値とはどのようなものでしょうか？
　今回の特集では、創業時より産学連携に取り組む 
株式会社村田製作所の村田恒夫代表取締役社長を迎え、
同志社大学の村田晃嗣学長と対談を行いました。大学
と企業、双方の視点から、グローバル人材の育成や新
しい時代に対応した共同研究の在り方、京都に息づく伝
統と革新の気質など、話題は大きく広がっていきます。
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互いに刺激を受け合う
産学連携の在り方を模索
村田学長　同志社大学では、リエゾンオフィスや知的財産
センターが窓口となって産学連携に積極的に取り組んでい
ます。京都の町には 38 の大学があって、そこに御社のよ
うな最先端のハイテク企業やベンチャー企業、伝統的な老
舗企業がたくさん存在しています。産と学がそれぞれ知恵
を出し合いながら、何か新しいものを生み出すには最良の
環境が整っているのではないでしょうか。

村田社長　当社の産学連携の歴史は古く、創業者の村
田昭が京都大学の先生と共同研究
を始めた昭和 21 年まで遡ります。
電子セラミックスについて何の知識も
技術も持たない中で、高誘電率系
のセラミックコンデンサの開発を行った
ことは、その後、当社が発展してい
く大きな原動力になりました。かつて
は “Japan as No1”と言われた時代
もありましたが、私たちはそうした奢っ
た気持ちに逸るのではなく、一つひ

とつ開発テーマを選択しながら、今後も大学が培ってきた魅
力的なシーズに目を向けていきたいですね。他方で、最近
では M＆A やアライアンスなど様々な選択肢が広がり、必
ずしも大学と一緒に何かを研究しなければならないという意
識は低くなっているような気がします。

村田学長　一昔前まで大学というのは圧倒的な知の拠点
でしたが、今日ではノーベル賞の受賞者が企業から輩出さ
れるように、分野によっては企業のほうが研究が進んでいる
というケースもあります。基礎研究を中心に行う大学と、市
場化を視野に入れたシーズを求める企業では産学連携のス
タイルは違うので、双方の特徴や長所を生かしながら、互
いに足りない部分を補完し合える仕組みを考えていくことも
大切ではないでしょうか。

村田社長　大学にどのようなシーズがあって、それをどんな
タイムスパンで実現しようとしているのか、私たち企業側に十
分に伝わっていないと感じることがあります。近年、大学の
知的資産を生かした研究開発を活発化するリサーチ・アドミ
ニストレーター（URA）システム等が整備されつつあります
が、企業のニーズと大学のシーズを理解しながら、その間
を橋渡しするような取り組みに期待したいと思います。何か

を共同で研究するだけでなく、例えば学生さんは企業の人
間とは違った斬新な発想、視点を持った人も多いので、イ
ンターンシップなど人材交流を通してお互いに刺激を受け合
う連携なども考えられるのではないでしょうか。

村田学長　産学連携と言えば、ややもすると理系に偏って
しまいますが、複雑な社会問題を解決するために、文理融
合系や社会人文系の知恵が求められています。例えば、
同志社大学の理系学部は京田辺市に位置していますが、
地場特産品のお茶一つとっても、その健康効果や抗菌作
用に注目した研究もできるし、茶道の歴史を振り返って日本
文化そのものを見直すことができるかもしれない。あるいは、
地域振興のビジネスツールとして新たなお茶の飲み方や使
い方を提案できるかもしれません。様々な分野の研究成果
を集積することで、産学連携の可能性はどんどん膨らんで
いくと思いますね。

京都の伝統と革新、
進取の気性がモノづくり企業を生む
村田学長　京都の町には、オンリーワンの強みを持ったモ
ノづくり企業がたくさん存在していますね。関西の企業が本
社機能を次 と々首都圏へと移していく中で、京都に拠点を
でんと構えて揺るぎがありません。“KYOTO”と言えば、世
界の誰もが「ああ、知っている」と言
うように、国際的に知名度の高い町
に位置していることは大学にとっても企
業にとっても大きなアドバンテージでしょ
う。京都の町は古い伝統とともに、明
治以降、新しいものをどんどん取り込
んでいこうという進取の精神が根づい
ています。ベンチャー企業もどんどん生
まれています。人づくりを行う大学とモ
ノづくりを行う企業が一緒になって、何
かを生み出していく土壌が育まれています。

村田社長　当社の中にも、モノづくりを極めようとする文化
が社風として定着しています。創業以前は泉涌寺の麓で
焼物業を営んでいましたが、清水焼のプロセスをヒントにモノ
づくりを極め、従来の焼物とはまったく異なるファインセラミッ
クスを用いた電子部品の開発に至りました。ファインセラミッ
クスの電気的特性を利用した電子部品の開発は、大きな
挑戦でした。私たちがモノづくりを得意とするのも、京都に
根づいている進取の気性と伝統産業のお蔭なのかもしれま
せんね。

村田学長　自省の意味を込めて言うと、京都にいてその
恩恵を被っているために、それを自覚化する作業が弱いの
ではないかと思います。例えば、渋谷で買い物をする、六
本木に食事に出かけることがどれだけ楽しいか、一つひと
つ若い学生に説明する必要はありません。ところが、京都
の良さは古い寺社仏閣や美しい町家の佇まいだと言っても、
すぐにはピンとこない。10 年、20 年経って、彼らがそれな
りの人生経験を積んで振り返ったとき、京都で多感な青春
時代を過ごしたことがどれだけ貴重な経験だったのか、間
違いなく気づくでしょう。京都で学び暮らしてきた魅力を若
い人たちに伝える仕掛けづくりを、大学も企業も考えていか
なければなりませんね。

村田社長　先ほど、当社の売上げの 9 割が海外向け製
品だと言いましたが、モノづくりに関して言えば、そのうちの
75％を国内拠点で生産しています。京都で学んだ彼らがそ
のまま留まって、地元の企業を支える人材になってくれれば
嬉しいですね。私自身、若い頃から一人旅をするのが好き
で、様々な場所に出かけて、異なった世代の人たちと交流
し、その地域の文化に触れてきました。外に出て、改めて
自分が住んでいる町を俯瞰してみると、「京都ってなんて素
晴らしいんだろう」とその魅力に気づかされることが多いで
すね。これから若い人たちにはどんどん外へ出てもらって、
知識や経験を広げてもらいたいと思います。

スピード社会に求められる
“不易流行”の精神

村田社長　電子機器・電子部品の市場ニーズやトレンド
は、たいへん目まぐるしく変化しています。かつてはテレビ
や VTR が中心でしたが、今やパソコン、そしてスマートフォ
ンやタブレットへと消費者の関心は移行しています。当社に
おいても、電子セラミックスというコアコンピタンスを守りなが
ら、新しい商品や技術を先取りし、その変化に柔軟に対応
していかなければなりません。その一方で、創業の理念や
精神などはしっかりと次世代へと伝えていく必要があります。

不易流行－変えなければならないものと変えてはいけないも
の－、そのバランスを大切にしていきたいと考えています。

村田学長　大学も同じことが言えます。不易の部分は、
同志社が京都の大学であるということ。二つ目は、キリスト
教を基本にした、人ひとりを大切にする全人教育。そして、
市民社会を支える「一国の良心」を育てるという創立者・
新島襄の教育理念。他方で、市場ニーズと同じように、
学問の水準やトレンドは世の中の流れに合わせて大きく変
わっていきます。研究内容はもちろん、教育のメソッド、あ
るいは組織の在り方を含めて常に見直しを続けていかなけ
ればなりません。そうした地道な繰り返しによって、同志社
は社会的に存在価値のある大学へと認められていくのだろ
うと思います。

村田社長　現在、市場の中心はスマートフォンやタブレット
ですが、いつ成長がストップするか分かりません。当社で
は、エネルギーや環境、医療、ヘルスケアなどを次世代の
ターゲットとして、新しい研究開発を進めようと考えていま
す。同志社大学には理系はもちろん、文理融合系や人文
社会系など幅広い研究シーズが埋もれているので、ぜひ今
後の共同研究や産学連携の進展に期待をしたいと思って
います。

村田学長　2013 年 4月、同志社大学は理系学部と文理
融合系学部が集積する京田辺校地と、人文社会系学部が
展開する今出川校地による新たな教学体制がスタートしまし
た。今後は、同志社大学ならではの多様な知的資産を融
合させ、従来のモノづくりだけでなく、様々な分野でその発
展に貢献できる人材・人物育成、研究成果の発信を行っ
ていきたいと思います。本日は、ありがとうございました。

積層セラミックコンデンサ（MLCC）

表面波（SAW）フィルタ

コネクティビティモジュール
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ＮＰＯ法人同志社大学産官学連携支援ネットワークとは？

ＮＰＯの発足から１０周年を迎える今日まで

これからの
ＮＰＯ活動について

発足時より副理事長を
務める立場からのご挨拶

五島 洋
弁護士法人飛翔法律事務所 代表
ＮＰＯ法人同志社大学産官学連携支援ネットワーク 副理事長
社会起業家養成塾 塾長

設立１０年目を迎えるＮＰＯ法人同志社大学産官学連
携支援ネットワーク（以下「当ＮＰＯ」といいます）は、
同志社大学の産官学連携を支え、推進することを目的と
した組織です。当ＮＰＯの理事長には、歴代の同志社大
学長が就任されています。会員数は、今年の８月末現在
で、法人会員２４団体・個人会員７３名となっています。

同志社大学の産官学連携を推進するための組織です
ので、理事の構成も同志社大学の教員と士業を含む民
間の方とが概ね半分ずつとなっています。会員は、同志
社大学の卒業生が多いのですが、当ＮＰＯの趣旨に賛同
した方であれば、他大学の方でも広く受け入れています。

活動内容としては、第９期までの柱は、３つの塾活動
でした。すなわち、①未来経営塾（事業承継や若手経
営者・起業家の支援のための参加型セミナーを展開する
塾）、②「逸品」ものつくり経営塾（加登教授が中心と
なって、ものつくりに必要な事項を企業関係者に実践的
に獲得して貰うという、まさに産学連携の塾）、③社会起
業家養成塾（当ＮＰＯがマンツーマンのコーディネータや
合宿を用意して卒塾までに社会起業家としての基礎を体
得して貰う塾）の３つです。

今期（第１０期）は、この３つの塾活動は継続します
が、「ＮＰＯ発足の原点に帰って、同志社大学の産学連
携を支え、推進する活動」に軸足を置きたいと考え、リ

エゾンオフィスとの会議を重ねるようになりました。当ＮＰＯ
には、たくさんの士業関係者や経営者がいますので、同
志社大学の教員の皆様の産学連携のお手伝いをするこ
と、同志社大学の提供できるシーズを広報し普及させるこ
と、学生の起業意欲を学生起業サークルＤＶＴ（同志社
ベンチャートレイン）等の支援を含めてサポートすること等
を活動の中心にして行きたいと考えております。

同志社大学の教員でも、当ＮＰＯを詳しく知らない方が
おられるでしょうが、文系・理系を問わずご自身の研究を
産学連携に結び付けたいと考えておられるなら、当ＮＰＯ
に一度ご相談下さい。

当ＮＰＯが設立されたのは、今から１０年前です。その当時、大学の責務の
一つとして産学連携が大切であるとの認識は広まっていたものの、多くの大学で
は学内における産学連携推進の組織は整備が始まったばかりでした。同志社大
学においても、リエゾンオフィスが前年に立ち上がったばかりという状況でした。

かかる状況下において産学連携を大学の外側からサポートする組織として当Ｎ
ＰＯが産声をあげました。その後の１０年は、同志社大学の産学連携の支援・
プロジェクト科目の提供・社会起業家の養成・若手起業家の教育・ものつくり
企業のサポート等幅広い活動を行って参りました。

１０周年を機に、同志社大学の産学連携を支え推進するという出発点に帰っ
た活動に軸足を移し、教員や学生の皆様のご支援をしたいと考えております。

１０周年を機に同志社大学の産学連携を
支え、推進するという発足の原点に帰るとい
う当ＮＰＯの方針は他の箇所でも述べた通り
です。

具体的には、文系・理系を問わず、同志
社大学の教員の皆様の産学連携のお手伝
いができる組織にしますので、このＮＰＯを
使って下さい。当ＮＰＯには、士業と呼ばれ
る専門家が相当数おりますし、産学連携に
精通した者も多数おります。加えて、企業
経営者も多数おりますので、産学連携のお
役に立てるものと思います。

そして、起業に興味のある在校生の皆
様、私達がサポートするので気軽に声をかけ
て下さい。学生会員制度もあるので、是非
入会も考えて下さい。卒業生の皆様も母校
の産学連携に貢献しましょう！是非ＮＰＯに入
会して下さい。

産学連携を進めるための温かい輪がここに
あります。同志社の同志社らしい産学連携
のモデルを構築する流れの一助に、当ＮＰＯ
がなれることを希望し、次の１０年に向けて活
動を進めて参りたいと思います。

ＮＰＯの特集でご挨拶をするのであれば、当ＮＰＯの新しい理事長であ
る村田学長からのご挨拶が本来の姿です。ただ、１０周年という関係で、
僭越ながら発足時から副理事長としてＮＰＯの業務に関わって参りました私
からご挨拶申し上げます。
さて、私自身は、企業や行政機関及び大学に関する業務を主とする弁
護士です。産学連携にも早い段階から取り組んでおりましたが、学外から
のアドバイス業務が主でした。しかし、より一層大学と近い関係で産学連
携を推進したいと考えたことから、当時のリエゾンオフィスの先生方と共
に、同志社大学の産官学連携を推進するという当ＮＰＯを発足し、副理
事長を務めさせて頂くこととなりました。
歴代学長が理事長で副理事長が学外の弁護士という組み合わせで、

学外組織なのにリエゾンオフィスと協働するというのは、何ともユニークな
組織です。同志社モデルともいうべき産学連携推進組織といえるかもしれ
ません。
１０周年を機に、村田新理事長の下、原点回帰し、同志社大学の各
教員の皆様・卒業生及び在校生の起業家の皆様のサポートを徹底して行
いたいと考えます。ＮＰＯに直接でも、リエゾンオフィスを通してでも、どち
らでも結構ですので当ＮＰＯにアクセス下さい！
１０周年から２０周年に向け、次の１０年でより一層同志社大学の産学
連携のお役に立ちたいと願っておりますので、是非宜しくお願い申し上
げます。

社会起業家養成塾「卒塾審査会」

未来経営塾でのセミナー風景

ニューズレターVol.9記事より

2008年11月7日
NPO設立記念の会

『逸品』ものつくり経営塾での加登教授

設立10周年記念

ＮＰＯ法人 同志社大学
産官学連携支援ネットワーク

特集 2 ｜設立 10 周年記念　NPO 法人 同志社大学産官学連携支援ネットワーク
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エイキット株式会社
同志社発
インキュベーション施設

未来の新産業を創る。
ライフサイエンス分野の受託専門会社
平成 11 年の設立当初より工業分野において「高品質な計測・評
価・分析データの提供」とお客様とともに作り上げる「新しい評価
技術の創造」というサービスを展開をしてきました。
平成 23 年 4 月より、新たに同志社大学に寄付講座「糖化ストレス
研究センター」を開設し、翌年の平
成 24 年 4 月より予防医療の分野を
中心にした各種受託試験・分析業務
をスタートしました。
そして、様々なフィールドへの積極
的な研究開発を行い、お客様のお役
に立てるようにサービス展開してい
きます。

　D-egg は、「賃貸スペース」と「入居者サポート」を中
心とするインキュベーション施設です。賃貸スペースにつ
いては、入居者募集の公募を行い、申込、審査、居室調
整、定期賃貸借契約、入居の手順で行います。入居され
ると、常駐の IM（インキュベーションマネージャー）は、
入居された皆様の事業がいち早く目標の達成ができるよ
う、定期的な交流を保ち日々のサポートを行います。

代表取締役	 野原 和夫
所 在 地	 〒503-0936　岐阜県大垣市内原1-56
TEL　0584-89-3300　FAX　0584-88-0977
E-mail　toiawase@a-kit.co.jp
URL　http://www.a-kit.co.jp/lmsic/index.html

1． 同志社大学京田辺キャンパス内の事業環境
2． 自治体による助成制度（賃料補助など）
3． 経営相談・試作機器・研究機器などのサポート
4． 大学研究者や企業との出会い・交流

連絡先▶	同志社大学D-egg  IM室
	 〒610-0332 京都府京田辺市興戸地蔵谷1番地
	 http://www.d-egg.jp/
	 TEL:0774-68-1378　
	 FAX:0774-68-1372

● 施設：鉄骨造3階建 全33室 
● 試作開発室：8室（約52〜約67㎡）
● 実験研究室：17室（約26〜約67㎡）
● I Tオフィス：8室（約20〜約38㎡）

メリット

「イノベーションジャパン2013」に参加しました！！

「ビジネスフェアin京たなべ 2013」に出展しました！

「同志社大学・けいはんな産学交流会」を開催いたしました！

【日時】	2013年8月29日（木）、8月30日（金）
【場所】	東京ビッグサイト（東京都江東区）

【日時】	2013年10月22日（火）
【場所】	同志社大学京田辺校地 多々羅キャンパス（京都府京田辺市）

【日時】	２０１３年１０月２9日（火）
【場所】	同志社大学 京田辺校地（京都府京田辺市）

今年は、３分野で４名の先生方の展示を行いました。今年の総入場者数
は、２日間で約2万1千人にのぼり、たくさんの方がショートプレゼンテー
ションを聴衆し、展示ブースをご覧になられていました。当オフィスの産官
学連携コーディネーターも、ブース来訪者への対応などのサポートをしまし
た。本学の出展者、内容は下記の通りです。

■長岡 直人（理工学部 電気工学科 教授）
過渡現象を利用するリチウムイオン電池の
非破壊劣化診断技術の開発
「リチウムイオン電池の劣化診断技術

の開発」というテーマの展示説明員とし
て参加しました。初めての参加でしたが、
初日の朝9時半に始まると同時に、大学
教授1名、企業の企画担当者1名の方が
展示ブースに来られ、「今日はこれの説
明を受けに来た」といわれた時は正直驚
きました。まだ、基礎技術の開発段階のテーマであるにもかかわ
らず、約50名の方が当ブースに来られ、事業化への熱気を肌で感
じた2日間でした。

� （担当コーディネーター　奥平有三）

■塚越 一彦（理工学部 化学システム創成工学科 教授）
無処理の中空型キャピラリー内への
溶媒送液のみで可能な多成分分離方法

理工学部化学システム創成工学科の
塚越一彦教授から「無処理の中空型キャ
ピラリー内への溶媒送液のみで可能な
多成分分離方法」の出展とプレゼンテー
ションをして戴きました。ごく普通の毛細
管に微量の溶液を通すだけで、溶存成分
の定性分析をはじめ抽出、混合あるいは化学反応場としての用途
が期待される技術で、展示会終了後も複数のメーカーからの問い
合せに対応しています。

� （担当コーディネーター　松井健一）

■廣田 健（理工学部 機能分子・生命化学科 教授）
高温（1600℃）超高強度（≥800MPa）
耐熱性軽量セラミックス

理工学部機能分子・生命化学科の廣田健教授から「高強度・強
靭性を有する高密度炭化ホウ化物の開発」の出展とプレゼンテー
ションをして戴きました。ダイヤモンドに次ぐ硬さを持ちながらア

ルミより軽く、ジェットエンジンの高熱に
も耐える強靭なセラミックスを、日本の
お家芸であるナノサイズの炭素繊維と
短時間焼結が特徴のPECPS法で提供
できる技術です。JAXAや運輸産業から
の問い合せが目に付きました。

（担当コーディネーター　松井健一）

■斎藤 芳郎（生命医科学部 医生命システム学科 准教授）
新規糖尿病バイオマーカーを標的とする２型糖尿病治療薬

｢新規糖尿病バイオマーカーを標的とする２型糖尿病治療薬｣
について、生命医科学部の斎藤准教授が展示およびショートプレ
ゼンテーションを行いました。製薬・診断薬メーカー、食品メー
カーなどから延べ６８名もの方々が展示ブースへお越しになり、

先生の説明を熱心に聞いておられまし
た。資料提供希望等、情報交換の希望が
数社からあって、大変有意義な展示会と
なりました。

（担当コーディネーター　尾崎安彦）

今年で5回目の開催となる「ビジネスフェアin京たなべ」は、前回と同じく同志社大
学京田辺校地多々羅キャンパスにて開催されました。

テーマは企業のコンパ、略して「業コン」とし、京都・大阪を中心とした製造業に携
わる企業を広く集め、「出会いの場」を提供することで、販路開拓、受注拡大などの
ビジネスチャンスの創出の機会をふやすことを目標としました。

当日は、ものづくり、環境・エネルギー、生活関連などの企業が約100ブースも軒
をならべ、来場者が1000人を超え大変盛況なものとなりました。

午前中には、ビジネストピックスセミナーが開催され、「連携を活かして社会ニーズ
に応える新ビジネスの創出」をテーマに中小機構近畿 統括プロジェクトマネージャー 
多田 知史氏に講演していただきました。新連携や、産学連携、産産連携、農商工連
携などを成功例にもとづいて詳しく説明していただきました。

また、別会場では山城グルメ市なども開催し、山城地域における食品の販売も行
い特産品などを買い求める方で混雑する盛況ぶりでした。

京田辺キャンパスにおいて「第27回同志社大学・けいはんな産学交流会－産学連携マッ
チング交流会」を開催いたしました。本学における産官学連携を促進するために、例年開催
している交流会で、今回は“アンチエイジング・ヘルスケア”をキーワードに、生命医科学部
の研究シーズを紹介するとともに、エイキット株式会社、株式会社京都栄養化学研究所、
オムロンヘルスケア株式会社から各企業の保有する製品・技術の紹介がありました。

生命医科学部秋山いわき教授によるシーズ発表では、「超音波が拓く生体計測技術」と題して臨床診断において広く普及している生
体内部を実時間で観察できる超音波イメージングの現状と新しい研究課題について発表がありました。

引き続いて「アンチエイジングドッグ・検診の研究開発と企業の取り組み」と題して、生命医科学部米井嘉一教授によるシーズ発表が
ありました。身体のどこが老化しているか、骨、血管、神経などの機能年齢を評価し、機能年齢の老化予防と若返りを図るアンチエイジ
ングドッグ・検診の研究開発の経緯と企業及び自治体との取組み事例の紹介がありました。企業発表の後、秋山教授、米井教授の研究
室見学があり、５０名を超える参加者の関心を集めていました。

プログラム終了後に開催した交流会でも多数の参加者があり、企業・行政・大学間での異業種交流が活発に行われ、産官学連携活
動のさらなる活性化を期待しつつ、盛会のうちに終了いたしました。

リエゾンオフィス・知的財産センター　研究開発推進課長　水
みず

野
の

 志
し

津
ず

2013年5月より本職に従事しております。
同志社大学文学部英文学科卒業の文系人間としては、産官学連携という分野は未知の世界で、当初は

「シーズ」や「イノベーション」といった専門用語にとまどう日々 。カタカナの多い職場というのが第一印象でした。
幸いにも人とお会いすることが苦手ではないので、より多くの官公庁、企業の方々、他大学の先生方とお会い

して同志社大学の先生方の研究のPRができる「広報Woman」を目指したいと思います。

着 任 紹 介TOPIC

分野  低炭素・エネルギー

分野  装置・デバイス  分野  医療
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5・7・5・7・7を単なる仮名文字列として眺め
美の型を浮き彫りにする

「梅」といえば「鶯」、「紅葉」といえば「鹿」。日本人な
ら、誰もが納得することばの組み合わせというものがあ
る。古典和歌に綴られた美の型を、まるでゲノムの塩基
配列を解析するかのように、計算機プログラムを使って
明らかにしていこうというのが、文化情報学部の福田
智子准教授。その方法はユニークだ。品詞にとらわれ
るのでなく、まずは5・7・5・7・7を31文字の仮名文字列
のデータとして眺めてみる。例えば、「これやこの…」と
いう和歌なら、「こ」「れ」「や」「こ」「の」、「これ」「れや」

「やこ」「この」、「これや」「れやこ」「やこの」、「これや
こ」「れやこの」というようにありとあらゆる長さの部分
文字列を抽出。その中から、どこにどんな文字列の組
合せパターンがどれくらいの頻度で使われているか、
今度は一つひとつ言葉の意味に遡って考えていくと、

「思いがけないことばの組み合わせが見つかることが
あります」。

たとえば、「おもかげ」（面影）という語。勅撰集（天皇
の命令で編纂された歌集）を繙くと、9番目の『新勅撰
集』以降、「ありあけ」（有明）との組合せが見られるよ

うになる。「ありあけ」と呼ばれる夜明け頃、恋人の「お
もかげ」は、「面影はなほ有明の月草にぬれてうつろふ
袖の朝露」（あの人の面影を宿す有明の月が袖の涙の
露に映っている）というように、恋歌に結晶していく。
「今は忘れられてしまったけれど、昔の人が心動かさ

れた美の情景が少しずつ見えてくるようで面白いです
ね」と福田准教授は柔らかな笑顔を見せる。

独自に考案した類似性指標により
本歌取りの歌を新たに発見

スポーツであまりにそのルールに縛られてしまうと自
由なプレーができないのと同様、古典和歌の世界にお
いても、あまり美の型にこだわりすぎると、どうしても閉
塞感のある作品になってしまう。では、昔の歌人たちは
どうしたか？ 例えば、奈良時代に成立した万葉集はす
べて漢字で書かれているため、平安期には既に読めな
くなっていたそうだが、データベースを使って解析を行
うと、「吾妹子(わぎもこ)」（私の愛する妻）や「吾背子
(わがせこ)」（私の愛する夫）など古い言葉を取り入れ
ようと試みられた時代があったことが分かるという。

もう一つ、先人が詠んだ歌をアレンジして新しい歌を
創作する「本歌取り」の手法もよく使われた。かの藤原
定家も本歌取りと思われる和歌をたくさん残している
という。「白妙の衣干すてふ夏の来てかきねもたわに
咲ける卯の花」（衣を干す夏が来て、垣根にはたわわに
卯の花が咲いている）。これは、百人一首にある持統天
皇の歌を取ったものだとすぐにピンとくるだろう。だ
が、古典和歌の世界に疎くなってしまった現代では、何
が本歌取りで何がそうでないかを正確に判断すること
は容易でない。

福田准教授は今から数年前、九州大学大学院システ
ム情報科学研究院の研究者らと共同で、古典和歌の類
似歌についての研究を行った。45万首以上の膨大な
データベースの中から、句ごとに共通の文字列をカウン
トし、スコアの総和（類似度）が最も高くなるような歌の
ペアを探した。その結果、「古今集」585番の「人を思ふ
心は雁にあらねども雲ゐにのみもなき渡るかな」とい
う藤原深養父の歌と、「後撰和歌集」1102番にある

「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道にまどひぬ
るかな」という藤原兼輔の歌が高い類似性を示し、兼輔
の歌が深養父の歌の本歌取りであることが分かった。
これは今まで誰も気づかなかった発見で、国文学研究
の歴史に新たなページを加えることになった。伝統を
守りつつ、新しい美の型を模索する…。日本人の琴線
に触れる言葉の響きは、先人のこうした努力の繰り返
しで醸成されてきたのだろう。

単なる文字列データに
千年前の心を吹き込む

それが恋の歌でも、本当に作者が恋愛をしていたか
どうか分からない。悲しいと言っても、本当に悲しんで
いたかどうかは分からない…。しかし、たとえ創作され
たものであっても、その中に人間の感情の本質がある
から、現代まで詠み継がれているのだろう。文字列の
類似性はあくまで一つの指標に過ぎない。「私たちが
知りたいことは、千年前の作品が何を伝えようとして
いるかということ。そのためには、単なる文字列データ
にいにしえの人々の心を読み取る必要があります」と
説明する。

福田准教授は、コピー機器を取扱う企業や京都の伝
統企業などの協力を得て、江戸時代に作られた「伊勢
物語御歌かるた」を復元複製した。伊勢物語に出てく
る和歌209首全部をかるたにしたもので、墨書された
崩し字や金彩の鮮やかな挿絵、独特の反った紙の形
状、質感など、細部まで忠実にこだわり、江戸時代その
ままの姿を目指して復元したという。教材として学生や
一般の方たちに触れてもらうことで、「計算機でデータ
を分析するだけでなく、最終的には先人が残した本物
に目を向けてもらいたい」と話す。今後は、これまで開
発してきた計算機プログラムのシステムを使って、同志
社大学所蔵の日本の伝統文化に関する文献をデータ
ベース化し、一般に広く公開しようと考えている。近い
将来、千年前の人たちが感動した美の情景を、よりリア
ルに享受できるようになるかもしれない。「計算機で
キーワードを収集できたとしても、そこから何を読み解
くかは私たち次第。感性を磨き、文学に対する理解を深
めていくことが大切ですね」。福田准教授の日本人の
心の原風景に迫る旅路は、まだまだ続く。

文学研究と情報科学を融合させた
古典和歌への新しいアプローチ手法
福田 智子（ふくだ　ともこ）　文化情報学部 文化情報学科 准教授

専門は、和歌文学・
平安文学。九州大学

大学院シス

テム情報科学研究院
の竹田正幸教授らと

共同で、計

算機プログラムを駆
使した古典和歌の新

しい分析手

法を開発。これまで
に歌集の成立年代の

推定や散逸

部分の復元などにも
大きな成果をあげて

いる。「ゆる

キャラ」が大好きで
、チャンスさえあれば

、自分が着

ぐるみに入りたいほど
。特にお気に入りは

、群馬県の

マスコットキャラクタ
ー「ぐんまちゃん」。

ステージ横

に控えめに立っている
姿に一目ぼれしたの

だとか。

Tomoko Fukuda
Associate Professor's Profile

計算機プログラムと国文学研究の融合で
古典和歌の新たな美のパターンを発見

伊勢物語御歌かるた（同志社大学図書館蔵）の
墨書された崩し字や鮮やかな挿絵を忠実に復元
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潤滑油を任意の場所へ！
金属の表面テクスチャーをモデリング

一般に、表面がつるつるしたものは滑りやすく、ざら
ざらしたものは滑りにくい…と思うかもしれない。摩擦
の大きさを表す一つの指標に“摩擦係数”があるが、実
はあまりにつるつるした表面は物体同士が接触する面
が広くなるため、かえって摩擦係数が大きくなってしま
うという。例えば、しゃもじの表面にはたくさんのディン
プル（くぼみ）がつけられているが、これは表面の吸着
力を少なくして、ご飯を引っ付きにくくしているからだ。

「つまり、摩擦を減らすには、適正な表面設計がとても
大切です」と話すのは、理工学部エネルギー機械工学
科の平山朋子准教授。エンジン、チェーン、ピストン、
シャフト、プロペラ…、機械部品がこすれ合う摺動面
(しゅうどうめん)の摩擦抵抗を少なくして、エネルギー
のロスをなくそうという省エネ研究に取り組んでいる。
自動車メーカーなど様々な企業との共同研究も多い。

では、適正な表面テクスチャーとはどのようなもの
か？ 一つは、金属と金属の接触面に潤滑油を集めて機

械の滑りを良くするという方法。「狭い隙間に途切れる
ことなく油が流れ込むような周期構造を作れないで
しょうか」。平山准教授はレーザー加工技術を使って、
深さ200nm（ナノメートル）の溝を数百ナノメートルの
間隔でＶ字型に並べたテクスチャーを試作し、摺動面
の摩擦がどのように変化するかを研究している。一口
に溝と言っても、ストライプ状のものやドット状のもの、
格子状のものまで、形状の選択肢はたくさんある。ま
た、溝の形が決まっても、その深さが大きすぎると、必要
とする量以上の油が流れて、むしろ流速が遅くなってし
まうという。「それぞれの機械の動きの特徴に応じて、
どんな表面テクスチャーが適切なのか？ その角度や深
さ、間隔などを一つひとつ検討しています」と語る

世界初のオリジナル技術 
中性子線で目に見えない情報を読み取る

せっかく摺動面に油が届いても、例えばハスの葉の
表面のように潤滑油を弾いてしまうようでは十分な効
果が期待できないだろう。平山准教授はテクスチャー
表面に厚さ2～3nmの高分子の被膜を形成して、油を
その場にできるだけ留めておくような、濡れ性を高めた
コーティング技術の研究開発を行っている。「金属表面
を保護することで、ひびや割れを防止して機械寿命を
延ばす効果も期待できます」。一般的な機械の摺動面
の摩擦係数は、ドライの状態でおよそ0.3程度。表面テ
クスチャーの工夫とコーティング技術の両方を組み合
わせると、0.001のオーダーにまで低減させることがで
きるという。

潤滑油が本当に金属の最表面に吸着しているのか、
あるいは最表面のポテンシャルがどのように変化して

いるか…。金属と金属がこすれ合うわずか数百ナノの
界面の様子を確認するのは容易なことではない。「中
性子線を使った分析方法を開発しました」。中性子線
は他の放射線に比べて透過力が高く、金属でもコンク
リートでも透過する特徴を持つ。平山准教授は、茨城県
東海村にある大強度陽子加速器施設「J-PARCセン
ター」の協力を得、摺動面の隙間に中性子を投射し、そ
の反射情報を分析するという世界初の取り組みを行っ
ている。「例えば、油のような揮発性の物質は分子量が
低くなっています。こうした最表面のエントロピー情報
を読み取ることで、今まで見えなかったものが浮かび上
がってきます」。平山准教授は得られた結果を実機に
フィードバックし、さらに最適な表面テクスチャーの設
計に生かそうと考えている。

金属の摩擦係数を下げる…。一見、その効果はわず
かなものに映るかもしれない。しかし、自動車でも家電
でもドラスティックな技術が一通り出揃った中で、今後
は小さな技術改善の積み重ねで省エネを実現していく
ことが期待されている。平山准教授の研究に対する社
会ニーズはますます高まっていくだろう。

侮れない空気の力！
超精密位置決めで半導体製造をサポート

例えば、ゲームセンターなどに設置されている「エア
ホッケー」。空気の力で小さなパック（円盤）を浮かすこ
とで、摩擦抵抗をおよそ10-4まで下げることができると
いう。「半導体の製造装置にこの技術を応用していま
す」。ますます高集積化・高機能化する半導体。その製
造現場では、決められた位置に基板をぴたりと搬送す
る技術が求められる。平山准教授らの研究グループが
開発を進めているのが、「超精密位置決めアクチュエー
ター」だ。外部から空気を送り込んで基板を浮かし、さ
らにその空気の力で目的の位置に搬送しようというも
ので、その誤差はわずか1nm以下だという。既にプロト
タイプによる実証が終了し、現在では製造現場での活
用も順次進められている。「空気はクリーンで、潤滑油
を流すよりエネルギーロスが少ない。今後、様々な分野
で応用が広がっていくでしょう」と笑みをこぼす。

摩擦とは何だろうか？ 金属表面に2～3nmの油の
吸着層ができるだけで、摩擦係数は10分の1にまで低
減されるという。ナノレベルで紡ぎ出される不思議な現
象。「そもそも、摩擦はどこから生まれてくるのでしょう
か。省エネにつながる研
究開発で市場の期待に応
えるとともに、こうした根
本的な原理についても追
求していきたいですね」。
目に見えない超微細の世
界に、明日の技術革新へと
続く無限の可能性が広
がっている。

研究者をたずねて

平山 朋子　（ひらやま　ともこ）

理工学部 エネルギー機械工学科 准教授

Associate Professor's Profile

主な研究分野は、設計工学・機械機能要素・トライボロジーな
ど。特に、金属同士がこすれ合う摺動面の摩擦を低減するため
に、金属の最表面の形状的な設計とエントロピー的な側面の
両方からアプローチしている。自動車メーカーなど産学連携も
多数。その研究成果は、機械の燃費向上などの実績に結びつ
いている。趣味は、運転すること。仕事でもレジャーでもとにかく
車で移動する。北は宮城県、南は佐賀県まで、年間3万キロを
走破。「一人で物事を考えるには最高の研究室」と話す。

Tomoko Hirayama

産業機械の摩擦を低減する
省エネナノ技術を開発

二車輪間の摩擦係数測定と油膜形成状態の観察

中性子反射率計SOFIA（J-PARC）

超精密位置決めXYテーブル
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浮世絵に隠されたメッセージ

私たちが言葉を話すとき、そこに一定の文法がある
のと同じように、「絵画を描く／見るときにもコード
（約束事）があります」。例えば、江戸時代、西洋の
集中遠近法（手前のものを大きく描いて奥行きを表現
する方法）で描かれた絵画を初めて見て、「家が傾い
ている！」と仰天した人がいたそうだ。日本古来の技
法は平行遠近法といって、建物の屋根、壁はどこまで
も平行（同じ高さ）で、地面などの背景は上から俯瞰
したように描かれる。しかし、18世紀半ば頃に、西
洋の遠近法が伝わると、遠くのものは平行遠近法、手
前にあるものは集中遠近法を併用して描く浮世絵が現
れた。従来の研究では、浮世絵師が技術をよく理解し
ていなかったと考えられていたが、「そうではない」
と岸教授。例えば、吉原の賑わいが描かれた絵を見る
と、奥にはランドマークである田んぼと日本堤が描写
され、吉原に行くためには馬に乗るか、駕籠に揺られ
て行くか…というアクセス手段が細かく盛り込まれて
いる。西洋の遠近法では、遠くのものが小さくなって
しまう。「つまり、浮世絵師は意図的に使い分けする
ことで、必要な情報伝達を行っていたのです」と説明
する。

ヒット商品をどう売り込むか？
テレビCMのコードを読み解く

岸教授のメディア研究は浮世絵に留まらず、現代の
テレビCMなどにも幅広く及んでいる。「CMの深層
にある物語を知ること」。一番多いのは、足りないも
のを補う“欠如”と“充足”のパターン。例えば、腰
痛で悩んでいる人がいる。そこへ、主人公である薬品
が登場。腰に当てればたちまち症状が改善される…。
つまり、商品の力で、欠如していた健康が充足されて
皆が笑顔になれるというわけだ。アメリカインディア
ンの古い伝承に、「昔、そこには乾いた土地がなかっ

た。ビーバーたちが土を運んで世界が生まれた」と
いう物語があるが、子どもたちはその短い話を聞い
ただけで満足するという。CMも同じこと。わずか
15秒の世界の中に、誰もが納得する欠如と充足の物
語を凝縮することによって、消費者の購買意欲を高
めることにつながっているようだ。

以前、スマートフォンを擬人化したタレントや歌
手が、利用者にそっと寄り添い、優しく話しかけた
り励ましたりするCMが人気を集めた。CMに起用さ
れているキャストについて一般視聴者の印象を調べ
たところ、その知名度の高さはもちろん、全世代を
通して「実力がある」「おもしろい」「親しみやす
い」というイメージを持たれていることが判明。CM
が訴えようとしているスマートフォンの信頼感、身
近なパートナーという属性が、擬人法というレト
リックによってうまく引き出された例といえるだろ
う。「CMの構造を取り出すと、浮世絵と同じよう
に、一種のコードに基づいて制作されていることが
分かります。それらを読み解くことで、情報伝達手
段としてのCMの役割や理論を明らかにしたいです
ね」と話す。

専門誌の刊行を通して
美術の楽しさと面白さを伝える

岸教授は1999年に創刊された美術専門誌『美術
フォーラム21』の刊行会（代表・原田平作大阪大学

名誉教授）の理事のひとりと
して、運営、企画、編集、執
筆など、年2回の刊行に力を注
いでいる。毎号、斯界で活躍
する第一人者をゲストエディ
ターに招いて100ページを超え
る特集を組んでいるほか、美
術館や博物館では目にするこ

とができない美術作品をカラー写真で紹介したり、
ホットなトピックスを掲載したり。また、誌面の刊行
に合わせて、京都国立近代美術館で一般市民に向けた
無料のフォーラムを開催している。今年5月に発行さ
れた第27号では、岸教授がエディターとなって、近
代ポスターの視覚文化論について、貴重な資料の紹介
を兼ねて、特集を組んだ。専門誌の刊行を続けること
は決して容易なことではないが、「一人でも多くの人
が美術の面白さ、楽しさに気づいてくれれば」と爽や
かな笑顔を見せる。

今までの芸術学は、もっぱら美的な基準、つまりそ
の作品が広い意味で「美しい」かそうでないかという
視点で研究が行われてきた。しかし、その芸術固有の
文脈を多元的な方向から眺めることによって、先人た
ちが芸術に託して伝えようとしたメッセージが浮かび
上がってくる。まるで、謎解きを楽しんでいるような
わくわく感。岸教授はそのナビゲーター役として、こ
れからも美学芸術学の魅力を発信し続ける。

江戸時代のヴィジュアルカルチャーを
情報伝達のメディアとして考える

“美”とは何かを追求する美学、そして、ある作品
が何のために何をどのように表象したかを考える芸術
史…。文学部の岸文和教授の仕事は、「その両者をつ
なぎ合わせて、芸術とは何かを考えること」だとい
う。特に、江戸時代の浮世絵や明治以降のポスターな
ど、いわゆる大衆的なイメージ（画像）を一種のメ
ディア、つまり情報を伝達する媒体としてとらえ、視
覚的イメージに固有の原理や構造を浮き彫りにしよう
と考えている。具体的な例を見てみよう。

絵画によるコミュニケーション

例えば、浮世絵（役者絵）は、歌舞伎などが新たに
興行されるときの宣伝チラシを兼ねていたこともあ
り、モデルとなる役者を理想化して美しく描くのが常
套だ。しかし、謎の浮世絵師・東洲斎写楽が残した役
者絵の多くは、寄り目に鷲鼻、むしろ滑稽な戯画風に
描かれている。それは、なぜか？ 実は、写楽の作品
は、歌舞伎のツウと呼ばれる人がお金を出して、役者
の真の姿を穿ち、歌舞伎好きの仲間への配りものとし
た入銀もの（スポンサー付出版）なのだという。当時
の人たちは、絵師にどんな絵をどのように描かせるこ
とによって、何をしようとしたのか？「注文主や制作
者、販売する店、それを鑑賞する人…。他の要素との
関係（視覚的コミュニケーション構造）の中で作品を
観察することで、今まで気づかなかったことが見えて
きます」と岸教授は説明する。

芸術に固有の文脈を
多元的な構造の中で浮き彫りにする

岸 文和 （きし　ふみかず）　文学部 美学芸術学科 教授

奥村政信《新吉原大門口中之町浮絵根元》
横大判紅絵、東京国立博物館　1740年代制作

Professor's Profile

Fumikazu Kishi
単書に『絵画行為論－浮世絵のプラグマティクス』

（醍醐書房、2008 年）、『江戸の遠近法－浮絵の視覚』
（勁草書房、1994 年）、共編著に『絵画の探偵術』（昭
和堂、1995 年）、『絵画のメディア学』（昭和堂、1998
年）、『日本美術を学ぶ人のために』（世界思想社、
2001 年）など。授業では、感じる力（感性）を磨く
とともに、考える力（知性）を鍛えることに積極的に
取り組み、教え子から芥川賞作家の藤野可織さんが巣
立った。趣味は、将棋。「一局の中に物語性があるの
が面白い」と笑みをこぼす。

生産状況

注文主

［注文］ ［生産］ ［流通］ ［消費］

規則

制作者 画像 仲介者

コンテクスト

消費状況

受容者

絵画によるコミュニケーション
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